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日本工営(株) 社会システム事業部 環境部 佐藤律子 

 
※「日経コンストラクション」（2013年 2月号）他、多くのメディアに取り上げていただきました。 

 

1 背景・目的                                        

東日本大震災による津波被害や放射能汚染により警戒区域となっている富岡町(2013年 2月時点)の農

地を対象に、営農活動再開に向けた取組みを行った。現地で作物を生産し、作物吸収による除染・除塩

効果を検証すると共に、生産した作物を再生可能エネルギー等として利用するための仕組み・技術につ

いて実証調査を行い、作物生産からエネルギー利用までの事業化可能性の検討を行った。 

2 実施内容                                         
①営農を通じた農地の除塩・除染 

津波被害及び放射能被害を受けた富岡町内の農地に

おいて、「除塩区域」及び「除染区域」を設け、各区域

内で作物（デントコーン等）を栽培し、作物吸収による

除塩効果、除染効果について実証調査を行った。 

②農業生産物の資源化・エネルギー化（放射性セシウム

の移行検証） 

栽培、収穫した農作物を「エタノール化」「ガス化発

電」等のエネルギーや資源等に転換する方法について実

証調査を行った。 

また、実証調査区域内の土壌中、収穫した農作物中、生成したエタノール中及び生成残渣中等の放射

性セシウムの含有量を計測し、放射性セシウムの移行状況について調査を行った。 

③資源、エネルギーの利用 

製造した燃料、電気の利用方法について、E3ガソリ

ンによる車両の走行試験、バガスによる発電試験等、エ

ネルギーの利用に関する実証調査を行った。 

④将来の起業に向けた検討 

本実証調査の結果を踏まえ、将来的な事業化イメージ

を想定し、除塩・除染作物の栽培（生産工程）、エタノ

ールや発電等のエネルギーの製造（製造工程）、製造し

たエネルギーの利用（利用工程）といった各プロセスに

ついて、事業収支の算定や事業化にあたっての課題整理

を行うと共に、将来的な事業化に向け次年度（平成 25年度）に取り組むべき項目についても検討した。 
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